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はじめに　～QC検定とは～
 

　品質管理検定（以下、QC検定）とは、品質管理・改
善を実施するための能力と、その能力を発揮するため
に必要な知識を、4段階のレベルに分けて筆記試験で客
観的に評価し、品質管理の知識レベルの認定を行うもの
です。各級で想定される知識レベルならびに対象となる
人材像は下表のとおりです。
　2005年に行われた第1回試験から2021年の第32回試

験まで、受験者数は累計133万6,143名に及び、多くの
企業で活用されています（日本規格協会のホームページ
には、QC検定を活用している企業22社の事例が掲載さ
れています）。
　今回は、QC検定について主催団体／研修事務局／受
検者という3つの異なる視点からご紹介したいと思いま
す。QC検定の受検を考えている方はもちろん、組織と
しての活用を検討されている方にもご参考となれば幸い
です。

　 （次ページへつづく）

   ～主催者／研修事務局／受検者３つの視点から
                                                  ＱＣ検定をご紹介～




１．主催者から見るQC検定
　　～企業におけるQC検定受検のメリット～
　QC検定は、(一社)日本品質管理学会が認定を行い、
(一財)日本規格協会と(一財)日本科学技術連盟が主催団
体として運営しています（この他、16の協賛団体があ
ります）。日本規格協会のホームページには、企業と
してQC検定に取り組んでいる22社の事例が掲載されて
います。主催者として企業におけるQC検定受検のメリ
ットは4つあると考えています。
 
(1) QCレベルの底上げによる組織の活性化
　　組織全体で品質管理に対する意識を高めることで
　組織の活性化につながります。また、社内の品質管
　理・問題解決力の向上および製品品質の向上を図る
　ことができます。
 (2) 社内教育の計画立案が容易になります
　　QC検定の取得状況によって各個人の品質管理のレ　

　ベルを把握し、教育計画に活用することができま
　す。また、社内教育の負担の軽減を図ることができ
　ます。
(3) 人事計画性が明確に
　　QC検定を受検することで部署ごとに品質管理のレ
　ベルを把握し、人事計画に活用することができま　
　す。
(4) 採用時の能力評価基準になります
　　社員、派遣社員などの採用時の能力評価基準とし
　て活用することができます。さらに、QC検定を活用
　することで、品質管理レベル向上を図ることができ
　ます。

　これらつの4つのメリットから、個人レベルでの取組
みでなく、QC検定制度を組織として活用することを主
催者として強くお勧めいたします。
　た、社内教育の負担の軽減を図ることができます。



２．研修事務局から見るQC検定
　　 ～QC検定対応コース受講のお勧め

 　日科技連ではSQC（統計的品質管理）関連の研修を
数多く開催しており、QC検定1級から3級レベルに対応
する研修や通信教育、eラーニングも開催しています。
私は1級ならびに2級レベル対応コースの事務局を担当
した経験から、QC検定対応コースを受講するメリット
が3つあると考えています。
 
(1) 品質管理で必要とされる知識を幅広く修得できる
　　QC検定では品質管理に必要とされる知識について
　幅広く出題されます。QC検定対応コースのカリキュ
　ラムは、QC検定で出題される内容のほとんどをカバ
　ーしているため、受講することで品質管理で必要と
　される知識を幅広く修得することができます。
(2) 研修で得た知識のレベル感を把握できる
　　QC検定対応コースの受講により、研修で得た知識
　のレベル感を把握することができます。QC検定とし
　て一般的に認知されている知識レベルを有している
　との目安になるからです。研修効果の把握にお悩み
　の教育担当者にとってもメリットといえるのではな
　いでしょうか。
(3) 研修内容を復習するモチベーションの醸成
　　QC検定を受検するつもりがなかった方が、QC検　
　定対応コースの受講をきっかけとしてQC検定受検に
　挑戦されるケースがあります。研修で学んだ品質管
　理の知識も、実務で活用しなければすぐに忘れてし
　まいますので、研修内容を復習するきっかけとして
　の好例といえます。

３．受検者から見るQCC検定　
 　　～QC検定2級合格体験記～
　私が新入社員の頃、職員教育の一環としてQC検定3
級レベル対応の通信教育を受講しました。幅広く品質
管理の知識を修得できたことはたいへん有意義であっ
たと感じています。
　その後2006年にステップアップとしてQC検定2級に
挑戦し、何とか合格することができました。独学であ
ったため検定・推定を理解するのがとてもむずかしか
ったです。これから受験を考えている方には、先述し
たQC検定対応コースの受講を強くお勧めいたします。
また、良質な問題集が数多く市販されておりますの
で、効率的に試験対策を行ううえで問題集の活用もお
勧めです。
　QC検定のレベル表（出題内容が記載された一覧表）
が2008年と2015年に改定され、新たに追加された出題
内容があります。私が受検した2006年よりも難解にな
った印象を受けており、今後1級に挑戦するモチベーシ
ョンを何とか上げたいと考えている次第です。

おわりに
　世の中にはさまざまな検定試験があります。私がつ
い最近知ったものでは、神社検定やお城検定もあるそ
うです。個人で考える資格取得のメリットはさまざま
かと思いますが、QC検定受検をきっかけとして、今後
も多くの皆様に品質管理に親しんでいただければうれ
しい限りです。

（以上）


